
行 政 視 察 報 告 書 

 

令和 8年 6月 3日 

 

            会 派 名  日本共産党江南市議員団 

    会派代表者  掛布まち子       

 

（参加者：掛布まち子、三輪陽子） 

行政視察の結果について、次のとおり報告します。 

 

年 月 日 令和 8年 5月 26日（火） 

視察時間 午後 3時～午後 4時 30分 

視 察 先 
 愛知県丹羽郡大口町 

（大口南児童クラブ（大口町奈良子 67番地）） 

視察項目 
 大口南児童クラブについて 

（大口南児童クラブの施設概要と大口町学童保育の運営状況） 
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年 月 日 令和 8年 5月 26日（火） 

視察時間 午後 3時～午後 4時 30分 

視 察 先 
 愛知県丹羽郡大口町 

（大口南児童クラブ（大口町奈良子 67番地）） 

視察項目 
 大口南児童クラブについて 

（大口南児童クラブの施設概要と大口町学童保育の運営状況） 

■目的 

  江南市では、学童保育の待機児童が大量に発生し続けており、解消の目途が

立っていない。原因は施設の不足と支援員の不足であるが、令和 8年度は 4月

当初から通年で派遣支援員を多く採用したにもかかわらず、例年同様の数の待

機児童が発生している。待機解消には、不足する施設の拡充が不可欠と考え、 

4月に開設された大口南児童クラブの施設の建設経過と施設内容を視察し、江 

南市の学童保育施設の増設、拡充と運営改善に生かすため。 

 

            対応職員 大口町健康福祉部 部長 

                 大口町健康福祉部 こども課 課長 

大口町健康福祉部 こども課 課長補佐 

大口町健康福祉部 参事 

 

■内容 

 

 1.施設の概要、整備費用について      

（1）施設の概要 

木造平屋建て 

    床面積 435.99㎡ 

クラブ室 1.2.3 

定員 35人×3支援 

    多目的スペース 1室（クラブ室 3と一体） 

他に広い職員室と保養コーナー（ベッドあり）、広い廊下も 

    大口南小学校の職員用駐車場の一部に建設された 

（学校敷地内という上乗せ補助の要件をクリアしている） 

    保護者用の駐車スペースも十分広い 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

（2）建設に係る工事費  それぞれ分割発注されている 

    建設工事              145,200,000円 

    機械設備工事            42,900,000円 

    電気設備工事            22,319,000円 

    建設材料調達加工業務（木材加工）  34,485,000円 

    建設・機械・電気工事監理業務     5,775,000円 

    合計                250,679,000 円 

      他に、駐車場整備費がかかっている 

 

 

2.国・県の交付金、補助金の活用状況について 

（1）（国）令和 7年度（令和 6年度からの繰越分）子ども・子育て支援施設整備

交付金  177,114,000円 

       ＊1支援あたり国基準額 70,846,000円の 5/6補助×3支援 

（2）（県）令和 7年度愛知県子ども・子育て支援整備補助金  17,709,000円 

     ＊1支援あたり県基準額 70,846,000円の 1/12補助×3支援 

（3）補助金合計 194,823,000 円（77.7％の補助率、非常に高い補助率で建設） 

＊補助基準額の 11/12補助。待機児童が出る可能性がある場合で、 

学校敷地内に建設する場合の上乗せの上乗せ補助を活用 

 

＊1支援 35人と、従来の 40人で 1支援から少人数化を図った。補助は 1支援 

当たりいくらで交付されるので、1支援 35人 3クラスのほうが建設補助金を 

多く獲得できること、また廊下部分も補助対象とできるよう、上限いっぱい 

の床面積としている。交付金の仕組みをしっかり研究し、交付金を少しでも 

多く獲得できるよう貪欲に追求している。 

 

 

3.施設新設に当たり、配慮した点について 

・利用する子どもたちが安全に居心地よく利用できるように配慮した。 

・保護者が安全に送迎できるように配慮した。 

・職員が利用しやすい施設となるように配慮した。 

 

 

広い幅の廊下 



＊当該施設整備の 1年前にも、大口西児童クラブを新設しており、その教訓 

から子どもの声を聞き、室内でも運動できる天井の高い広い部屋を設けた 

こと。 

＊最近の子どもたちの生活習慣を考え、座り机から年齢別に高さの違う 3種類 

の椅子と椅子用机（下写真）に変更したこと。 

＊児童数が増えても対応できるよう、多目的スペースは高学年室を兼ねている 

こと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.学童保育の運営状況について 

  ○校区ごとに放課後児童クラブを設置（3クラブ） 

    南児童クラブ  3支援【35人×3】 

    西児童クラブ  3支援【40人×3】 

    北児童クラブ  5支援【40人×5】 

 

 

5.支援員の体制と支援員の処遇について 

  ○報酬 

    放課後児童支援員認定資格あり        1,617 円/時間      

    放課後児童支援員認定資格なし（補助員）   1,539 円/時間 

   ＊距離、通勤方法に応じて通勤手当支給、6月と 12月に期末勤勉手当支給、 

    社会保険加入（要件を満たす場合） 

   ＊勤務形態はほとんどの人が週 4日勤務で、大半の支援員（資格ありもなし

も）がボーナス支給対象になっていることは、江南市と大きな格差。夏休

みは 7時間勤務。江南市は週 3日勤務の形態が精一杯。これ以上の勤務日

数を求めることは支援員の体力的に困難。それほど江南市の支援員の勤務

環境が過酷であることがわかる。 

天井の高い多目的スペース室 

高学年用の机と椅子（白い方） 



   ＊江南市の支援員、補助員の時給は、それぞれ 1,480円と 1,330円で、大口

町と大差がある。しかもボーナス支給対象者は、一部にすぎない。これで

は、江南市の支援員が辞めていくのもうなずける。 

   ＊大口町では、支援員不足の時は、各児童館に 3人ずついる児童厚生員が応

援に入る、など支援員のやりくりに余裕がある。現在、支援員不足はない。 

 

 

6.学童保育の利用状況について 

   登録人数（R8.4.1現在） 

児童クラブ名 通年 夏休み 合計 支援員 

南児童クラブ 81名 17名 98名 8名（7人工） 

西児童クラブ 142名 38名 180名 13名（10人工+2h5日） 

北児童クラブ 159名 51名 210名 15名（12.8人工） 

※他に一時利用の児童もあり。 

 

＊登録児童の利用率は 7 割程度と非常に高い。居心地が良いことが利用率の

高さにつながっている。 

＊今年度、南小学校の 1年生の全児童 38人中、21人が学童保育を利用。 

 

 

7.学童保育全体の予算について 

令和 8年度の児童クラブ運営事業費は、7450万 1,000円で、ほとんどが 

人件費。 

 

■所感 

すべてにわたって、江南市の学童保育との違いに驚かされた。まさに別世界・

別次元で、これで学童保育手数料が 1,500円/月とは、不公平すぎる。 

財政的に余裕のある大口町であるにもかかわらず、国や県の補助金制度の動向

を研究し、有利に利用できる制度を、機会を逃さず最大限に利用し尽くしている。

子どもが減るのを待っているのではなく、増やすように、また増えても大丈夫な

ように、先々を見て建設的に対応している点は、学ぶべきと感じた。 

 

 


